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1 はじめに
少子高齢化や核家族化により高齢者の徘徊行動や高齢者の孤

立が問題視されている. そこで,我々は,スマートフォンなどの
通信機能と搭載されている各センサ機能を活用し、見守る側

(家族や地域の人など)と見守られる側 (高齢者や子どもなど)で
位置情報やユーザの行動状態などの情報を共有することにより,
誰もが安心して生活できる社会を作るためのシステムとして統

合生活支援システム TLIFES(Total LIFE Support system) を提
案している. これまではスマートフォンを対象に検討が進めら
れていたが, 近年普及してきているスマートウォッチでも利用
できると有用である. そこで，スマートウォッチで行動判定を
行うにあたり，我々がスマートフォン用に開発したアルゴリズ

ムの適用可能性について検討した.

2 TLIFESの行動判定方式
TLIFESでは,TLIFESに関係する人全員がスマートフォンを

所持することを前提とする. 加速度センサは消費電力が小さく,
場所に依存することがなく情報取得できるという特徴がある.
そこで TLIFES では,Wi-Fi や GPS の情報を行動判定に利用せ
ず, 加速度センサのみを利用して, ユーザの行動判定を行う. 判
定結果においても実用性を考慮し,放置中,歩行中,乗車中,静止
中の 4つのみを出力する.

3 行動判定の処理手順
Fig.1に処理を示す.以下に示す番号は Fig.1内の番号に対応

している.
(1)端末の保持判定
　加速度センサから得られる情報を用いて, ユーザがスマート
フォンなどの端末を保持しているかどうかの判定を行う. 2 分
間に加速度値に変化が全くない場合は放置中と判定する.
(2)歩数判定
　放置中でない場合は歩数計として動作し, 歩数をカウントす
る. 1分間に 60歩以上歩数カウントが進んだ場合は歩行中と判
定する. 歩行中と判定された場合は移動したものとみなし GPS
を起動し,位置情報の取得を行う. 60 歩未満の場合は乗車判定
を行う.
(3)乗車判定
　車や電車などに乗車しているときに加速度センサで高周波の

振動を連続的に観測することができる. これを利用し,ユーザが
何らかの乗り物に乗車しているかどうかの判定を行う. 加速度
データの 2 乗平均値が一定値以上の場合, ユーザは何らかの乗
り物に乗車していると判定する. 乗車中と判定された場合は移
動したものとみなし GPSを起動する. 加速度データの 2乗平均
値が一定値未満の場合, ユーザはスマートフォンなどを保持し
ているが静止していると判断し,静止中と判定する.
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Fig. 1 行動判定の処理手順

4 スマートフォンとスマートウォッチによる判定の違い
Fig.1に示した行動判定の処理を Androidに実装し,スマート
フォンとスマートウォッチによる行動判定の検証を行った. そ
の結果,静止しているときに測定を行った時に,スマートフォン
では静止中, スマートウォッチでは乗車中と判定されることが
多くあった. これは,静止中に手を動かし作業を行うとスマート
ウォッチでは加速度 2 乗平均値が一定値以上になるが, スマー
トフォンはポケットに入れているため加速度が大きく変化しな

いためである. この結果よりスマートウォッチでは加速度 2乗
平均値の閾値をスマートフォンの閾値より高める必要がある

が, 逆に乗車中を静止中と誤判定する可能性が高まる. そこで,
腕の動作による加速度センサの特徴を検出し除去するなどの検

討が必要と考えられる.

5 まとめ
本稿では,TLIFESの行動判定方法についてスマートフォンと
スマートウォッチを用いて判定の違いについて検討した. 今後
は,両者が同じアルゴリズムで正しく判定できるか,別のアルゴ
リズムを適用するべきかを検討していく.
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 少子高齢化，核家族化の進行 
◦ 一人暮らしの高齢者が増加 

◦ 高齢者の徘徊行動が社会問題 

 スマートフォンやスマートウォッチが普及 
◦ GPSや加速度センサなど多くの機能を搭載 

 

 

見守りシステムとして 
TLIFESを提案 
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 端末とモバイルネットワーク環境を利用した統合生活支援シ
ステム 

 ユーザが所有する端末で情報共有し，誰もが安心して生活
できる社会を作ることを目的 

TLIFES（Total LIFE Support system） 
  統合生活支援システム 
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前提：ユーザ全員が端末を所持 
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 弱者の見守り 
◦ 子供の登下校見守り 

◦ 高齢者の徘徊行動 

 

 災害発生時の安否確認 
◦ サーバの情報で安否の確認 

 

 個人のライフログ 
◦ 行動情報などログとして残るので 

 私生活の確認ができる 
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 Wi-FiやGPSを利用→ 消費電力が大きい 

                位置測位できないと誤判定 

 

 

 

 加速度センサのみ → 消費電力が小さい  

                場所に依存しない 
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加速度センサのみを利用 
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実用性を考慮し 
• 放置中 
• 歩行中 
• 乗車中 
• 静止中 

4つのみを判定 

 40ミリ秒に1回加速度値

を読み取り、行動判定は
2分に1回行っている。 



 加速度センサを利用し、 

2分間の加速度を測定 

 

 値に変化がない場合  

→ 放置中と判定 

 値に変化がある場合  

→ 歩数判定へ 
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 保持中の場合は 

  歩数計として動作 

 

 1分間に60歩以上 

→ 歩行中 

 1分間に60歩未満 

→ 乗車判定へ 
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※閾値毎分60歩について 
人が歩く毎分の平均歩数は120歩であ

り、半分以上歩いていたら歩行中と判
定するため 
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 軸調節･フィルタ処理･ 

突発的な振動の処理を行い 

加速度合成値の2乗平均値 

を求める 

 

 値が一定値以上 

→ 乗車中 

 値が一定値未満 

→ 静止中 
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 これまではスマートフォン向けに開発 

 

 

 

 

 今後はスマートウォッチでも利用したい 
◦ 高齢者のスマートフォン利用率が低い 

◦ ウエアラブル端末の普及 
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 今回利用するスマートウォッチ：smartgear49 

 

 TLIFESに必要なデバイスをすべて搭載 

• GPS 

• 加速度センサ 

• 3G 

 

 TLIFESをインストールし評価を実施 
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• 両者を所持している状態での行動判定 
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 静止中に乗車中と誤判定が起きる 
◦ 静止中に腕が動くことで、腕の揺れが判定に含まれている 

 

 

 

波形の周波数解析により、 

乗車判定に必要のない周波数を除去する 
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このような方法で解決した場合 
大幅にアルゴリズムを変更する必要がない 



 行動判定方式の説明 
◦ 行動判定には加速度センサのみ利用 

 

 スマートウォッチでTLIFESの行動判定を評価 
◦ 課題として静止中に乗車中と誤判定が起きる 

◦ 乗車判定に必要のない周波数を除去できればアルゴリズム
を大幅に変える必要がない 

 

 今後の予定 
◦ スマートフォンとスマートウォッチの統一的な行動判定方式を
検討する 
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 軸調整 
◦ センサ自体の精度により発生する軸のずれを除去 

 

 フィルタ処理 
◦ 身体の揺れになどによって生じる低周波の振動を除去 

 

 振幅制限処理 
◦ 立つ･座るなどによって生じる突発的な振動を除去 
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